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●平成31年大網白里市議会
　第1回定例会市長事務方針
●三世代同居等住宅支援事業補助金
　申請の受付
●４月７日（日）は千葉県議会議員
　一般選挙の投票日
●2019年度狂犬病予防集合注射の
　お知らせ
●５月から朝市・白里遊楽市の
　開始時間が変更になります

2・3

3

4

6

9

人口と世帯3月1日現在（前月比）　●人口／49,544（－10）　●男／24,407（－4）　●女／25,137（－6）　●世帯数／21,548（＋41）
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№671 2023.3.1

　地震等により津波が発生する可能性がある場合、市から発令される情報等に注意し、速
やかに避難しましょう。
〈津波情報の種類と避難行動〉
　本市が属する津波予報区は「千葉県九十九里・外房」です。このエリアの津波に関する
情報が発表された場合は避難行動に移りましょう。発表される津波情報の種類と取るべき
避難行動は次のとおりです。

〈津波発生時の指定緊急避難場所〉
指定緊急避難場所の名称 所在地

中部コミュニティセンター 柿餅 26‐1
白里公民館　※大津波警報時は使用しない。 南今泉 1088‐1
白里小学校　※大津波警報時は使用しない。 南今泉 3349
大網白里アリーナ 上貝塚 160
北吉田市有地 北吉田 184‐1
パチンコＡＢＣ大網店 柳橋 449‐1
弥幾野自治会館 南横川 3141‐1
白里小学校３階・屋上 南今泉 3349
白里中学校３階・４階 細草 1385 ｰ 1
浄化センター屋上 四天木 556 ｰ 2
プラセル九十九里屋上 北今泉 3045
オーシャンビュー白里ダイヤモンドマンション４階以上
共有部分・屋上 南今泉 4837‐2

防災第１号公園（津波避難タワー） 四天木甲 2982‐1
防災第２号公園（南四天木築山） 四天木 980
福岡地区コミュニティセンター　※大津波警報時のみ使用。東金市砂古瀬 426‐1
問安全対策課消防防災班　☎０４７５（７０）０３０３

津波情報の種類 予想される津波の高さ 想定される被害と取るべき行動

大津波警報
高いところで3mを超え
る場合（3～ 5ｍ、5～
10ｍ、10ｍ～の区分）

・木造家屋が全壊・流失し、人は津波の流れ
に巻き込まれる
・白里地区、下ヶ傍示地区、長国地区、九十
根地区、桂山地区は避難する
※避難要領の詳細は、「市津波避難計画」を
参照。

津波警報 高いところで1mを超え、
3m以下の場合

・標高の低いところでは津波が襲い、浸水
被害が発生する。人は津波の流れに巻き込
まれる
・県道 123 号一宮片貝線（準県）よりも西
側か津波避難ビルへ避難する

津波注意報
高いところで0.2m以上、
1m以下の場合（津波に
よる災害の恐れがある）

・海の中では人は速い流れに巻き込まれ、養
殖いかだが流失し小型船舶が転覆する
・九十九里有料道路より西側に避難する

ごみ回収車の巡回時間は、天候やごみの量により変わる場合があります　ごみは分別し指定袋に入れて、朝８時までに集積所へ
問地域づくり課環境対策班　☎０４７５（７０）０３８６
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住宅用火災警報器を設置していますか

津波の恐れがあるときは速やかに避難しましょう

●別表１　申請に必要なもの
必要なもの 一般 学生 備　考

申請書 ○ ○ 駐輪場管理人室、市ホームページで配付・掲載
氏名・住所等が
確認できるもの ○ ○ 運転免許証などの本人確認書類

学生証・合格通知
書等 − ○ 令和 5 年度に学生であることを確認できるもの

車体番号 ○ ○ 車体に刻印されています

防犯登録番号 △ △ 登録がある場合、車体にシールが貼付されてい
ます

標識番号等 △ △ 原付 (50cc 以下 )・50cc 超 125cc 以下の自動
二輪車は排気量が確認できるもの

○…必須　△…該当する区分の場合必要　
※年度をまたぐ申請はできません。

〈50cc 以下の原動機付自転車・
50cc 超 125cc 以下の自動二輪車〉
利用する方 一　般 学　生

市　内 月　額 1,600 円 750 円
年一括 17,600 円 8,250 円

市　外 月　額 3,000 円 1,000 円
年一括 33,000 円 11,000 円

●別表２　利用料
〈自転車〉
利用する方 一　般 学　生

市　内 月　額 1,200 円 500 円
年一括 13,200 円 5,500 円

市　外 月　額 2,000 円 750 円
年一括 22,000 円 8,250 円

※永田駅前駐輪場は無料です（手続き不要）。

　すべての住宅に火災警報器の設置が義務付けられ
ています。寝ている間に発生した火災に気付かず逃
げ遅れてしまう事例が多く発生しています。火災警
報器を寝室・階段・台所などに設置することで、火
災を早期に知り、早い避難を促すことができます。
まだ設置していない家庭は早急に設置しましょう。
　山武郡市広域行政組合消防本部では、住宅用火災
警報器の取り付け支援を実施しています。住宅用火
災警報器を購入したものの、自身で取り付けること
が困難な高齢者や障がい者世帯を対象に、設置をお
手伝いします。
　また、住宅用火災警報器は、古くなると電子部品
の寿命や電池切れなどで火災を感知しなくなること
があるため、10 年を目安に交換しましょう。
問山武郡市広域行政組合消防本部予防課
　☎０４７５（５２）８７５４

リサイクル倉庫はルールを守ってご利用くださいリサイクル倉庫はルールを守ってご利用ください

▼設置場所＝市役所・中部コ
ミュニティセンター・白里出
張所・農村ふれあいセンター
やまべの郷

▼回収品目＝①新聞（チラシ
含む）、②雑誌、③ダンボー
ル、④衣類、⑤飲料用紙パッ
ク、⑥雑がみ（ マークの
ある箱や紙袋等。臭いや汚れ
があるものは可燃ごみへ）
※ひもで束ねる、紙袋に入れ

る等散乱しないようにして
ください。

▼利用時間＝８時 30 分～17 時

※ 中 部 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン
ター、農村ふれあいセン
ターやまべの郷は休館日は
利用不可。

▼回収できないもの
①ふとんやカーペット、着物、
カーテンなど
②電化製品
③食器
④発泡スチロールなどの梱包
材・緩衝材
問地域づくり課環境対策班
　☎０４７５（７０）０３８６ ▲山武地域振興

事務所
　ホームページ




